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幕
末
の
女
流
歌
人

・
中
西
為
子

一
、
は
じ
め
に

岡
山
県
津
山
の
徳
守
神
社
の
神
官
で
あ
り
、
藤
井
高
尚
の
門
人
と
し
て

美
作
歌
壇
の
指
導
者
で
あ

っ
た
小
原
千
坐
は
、
幕
末
の
浪
華
歌
壇
に
お
い

て
も
屈
指
の
存
在
で
あ

っ
た
。
そ
の
小
原
千
坐
が
神
戸
熊
内
の
豪
農

・
中

西
重
之
を
訪
れ
て
、

「葺
合
の
今
小
町
」
と
噂
の
高
い
中
西
重
之
の
娘

・

為
子
に
面
識
を
得
る
と
、
次
の
和
歌
短
冊
を
中
西
家
に
残
し
て
い
っ
た
。

為
子
を
は
め
て

う
ぶ
す
な
は
何
の
神
ぞ
も
歌
よ
め
る

よ
き
子
う
ま
せ
り
何
の
神
ぞ
も
　
千
坐

こ
の
短
冊
は
、
現
在
も
東
中
西
家
当
主
、
中
西

一
郎
氏
蔵
と
し
て
大
切

に
残
さ
れ
て
い
る
。
中
西
為
子
は
、
美
人
と
し
て
の
評
判
だ
け
で
な
く
、

当
時
、
阪
神
間
に
大
き
な
力
を
持

っ
て
い
た
黒
沢
翁
満
門
人
の
女
流
歌
人

と
し
て
、
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
森
銑
三
翁
は
労
著

コ
仏
本
奎
堂
』

（
『森
銑
三
著
作
集
』
第
六

巻
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
十
六
年
二
月
刊
）
に

仕
冨

　

凸
不
力
久

＾
マ
マ
〉

当
主
謙
三
の
妻
為
子
は
、
鉄
兜
が
戯
れ
に
今
紫
式
部
と
い
っ
た
ほ
ど

の
才
女
で
あ
っ
た
。
然
も
客
の
前
で
は
一
言
半
句
も
物
を
い
わ
ぬ
。

奎
堂
等
の
去
ろ
う
と
す
る
の
に
、
短
冊
数
葉
を
書
し
て
贈
っ
た
。
奎

堂
も
国
歌
に
は
造
詣
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
村
田
春
海
が
唐
宋
八

家
の
文
法
を
以
て
長
歌
を
中
興
し
た
と
い
う
の
に
擬
し
て
、
己
も
長

歌
も
作
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
為
子
の
歌
と
書
と
に
は
、
さ
す
が

の
奎
堂
も
大
い
に
感
服
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

と
き
れ
て
い
る
。
妻
為
子
と
は
中
西
為
子
、
鉄
兜
は
河
野
鉄
兜
、
奎
堂
は

松
本
奎
堂
で
あ
る
。
中
西
彗
子
は
、
幼
年
期
に
は
叔
母
に
あ
た
る
桑
樹
尼

に
和
歌
の
手
解
き
を
受
け
、
後
に
黒
沢
翁
満
に
本
格
的
な
和
歌

・
歌
学

・

文
法
学
を
学
ん
で
い
た
。
和
歌
と
筆
蹟
は
天
分
的
な
才
に
恵
ま
れ
て
い
た

よ
う
で
、
森
銑
三
翁
が
あ
げ
ら
れ
る
逸
話
か
ら
は
、
衆
人
い
か
な
る
人
か

ら
も
愛
さ
れ
る
奥
ゆ
か
し
い
人
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

二
、
中
西
為
子
に
つ
い
て
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中
西
為
子
は
、
神
戸
熊
内
村

（現

・
神
戸
市
葺
合
区
熊
内
町
）
の
名
家

中
西
家
の
長
女
と
し
て
天
保
十

一
年
に
生
ま
れ
た
。

中
西
家
は
、
も
と
も
と
武
田
二
十
四
将
の
一
人
、
加
賀
見
二
郎
遠
光
の

直
系
で
、
武
田
氏
滅
亡
後
、
摂
津
国
に
移
り
、
さ
ら
に
大
阪
の
役
に
豊
臣

方
に
つ
き
、
破
れ
て
福
原
に
逃
れ
、
清
水
氏
を
名
乗

っ
た
が
、
後
に
菟
原

郡
葺
合
庄
中
尾
村
に
移
り
住
み
、
三
度
の
転
居
を
経
て
中
尾
村
の
西
方
約

十
町
の
熊
内
村
に
土
着
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
頃
よ
り
、
中
西
氏
を

称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
西
家
に
は
、

『源
家
中
西
氏
系
図
』
も
伝
・そ
り
れ
て
い
る
。
生
没
年

が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
が
、
中
西
氏
を
称
し
た
中
西
経
祐
か
ら

五
代
目
の
正
用

（寛
永
十
二
年
十
二
月

一
日
生
ま
れ
、
元
禄
二
年
二
月
十

四
日
没
、
享
年
五
十
五
歳
）
の
長
男
の
克
が
東
の
中
西
家
を
、
二
男
の
正

春
が
西
の
中
西
家
を
設
け
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
本
家

分
家
の
関
係
で
は
な
く
、
代
々
重
縁
の
間
柄
で
、
男
子
が
絶
え
る
と
、
東

西
中
西
家
か
ら
養
子
を
取
る
な
ど
し
て
家
系
を
つ
な
ぎ
、
家
運
の
隆
盛
を

は
か
っ
て
い
る
。

中
西
家
が
、
い
か
に
格
式
と
威
勢
を
誇

っ
た
か
で
あ
る
が
、
中
西
為
子

の
祖
父
に
あ
た
る
中
西
芳
之
が
布
引
奥
の
山
林
境
界
の
争
い
に
、
近
郊
の

山
田
村
や
矢
部
郡
の
大
庄
屋
や
庄
屋
な
ど
と
共
に
呼
び
出
さ
れ
た
時
、
他

の
庄
屋
た
ち
は

一
段
低
い
平
間
に
平
伏
さ
せ
ら
れ
た
の
に
、
中
西
芳
之
だ

け
は
代
官
と
同
列
に
座
し
て
、
訴
え
も

一
方
的
に
中
西
家
側
の
熊
内
村
の

勝
利
と
な
っ
た
と
い
う

（
「中
西
家
餘
聞
」

『葺
合
文
化
の
源
泉
　
布
引

瀧
と
周
辺
史
蹟
』
太
田
敬
三
著
、
昭
和
二
十
七
年
四
月

一
日
刊
）
。

為
子
は
ｒ
東
の
中
西
家
の
当
主
で
あ
っ
た
中
西
重
之
の
長
女
と
し
て
生

ま
れ
、
は
じ
め
祖
父
の
芳
之
に
手
習
い
の
手
解
き
を
受
け
、
次
に
叔
母
の

桑
樹
尼

（元
明
尼
と
も
称
し
た
）
に
和
歌
を
学
ん
だ
。
叔
母
の
桑
樹
尼
も

か
な
り
和
歌
を
学
ん
で
い
た
人
で
、
中
西
家
の
人
々
は
、
み
な
文
雅
に
心

を
寄
せ
、
ま
た
長
し
て
い
た
。
為
に
数
多
く
の
文
人
墨
客
が
中
西
家
を
訪

れ
、
幕
末
に
は
、
先
述
し
た
が
松
本
奎
堂
、
河
野
鉄
兜
、
宗
像
蔵
屋
、
松

林
飯
山
、
藤
本
鉄
石
な
ど
も
中
西
家
の
客
と
な

・り
、
彼
ら
志
士
に
経
済
的

支
援
を
も
し
て
い
た
。
数
多
く
の
中
西
家
の
客
の

一
人
で
あ

っ
た
黒
沢
翁

満
に
為
子
が
和
歌
の
弟
子
と
し
て
愛
さ
れ
た
の
は
、
為
子
十
余
歳
の
頃
か

ら
で
、
黒
沢
翁
満
編
の
社
中
類
題
歌
集

『類
題
採
風
集
』

（初
編

・
嘉
永

六
年
二
月
刊

・
橋
本
桂
二
郎
広
臣
蔵
板
　
製
本
所
江
戸
日
本
橋
通
式
町
目

山
城
屋
佐
兵
衛
）
の
巻
末
付
載

「採
風
集
作
者
姓
名
録
」
の
二
丁
オ
モ
テ

に

高
子
　
摂
津
免
原
　
中
西
芳
之
孫

十
二
歳

郡
能
内
村

と
し
て
載
せ
ら
れ
、
同
歌
集
に
は
、
短
歌
三
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
四
年
後
の
上
梓
、　
露
壺
嘔採
風
集
』

（
二
編

・
安
政
四
年
十

一

月
刊

・
橋
本
渡
広
臣
蔵
板
　
製
本
所
　
江
戸
日
本
橋
通
式
町
目
山
城
屋
佐

兵
衛
）
に
な
る
と
、
巻
末
付
載

「採
風
集
二
編
作
者
姓
名
録
」
の
二
丁
ウ

ラ
に
、誉
子
改

　

　

摂
州
免
原
　
　
中
西
誉
左
衛
門
女

為
子
ヽ
　

郡
熊
内
村

と
さ
れ
、
短
歌
の
み
な
ら
ず
、
次
の
よ
う
な
見
事
な
長
歌
ま
で
も
詠
し
て
、
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所
載
さ
れ
て
い
る
。

春
の
は
じ
め
の
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
子

あ
づ
さ
弓
春
さ
り
く
れ
ば
あ
し
た
に
は
霞
棚
引
夕
に
は
鴛
き
な
き
柴

の
戸
の
梅
も
ほ
ヽ
ゑ
み
春
柳
の
ま
ゆ
も
ひ
ら
け
て
玉
ほ
こ
の
道
の
人

も
ゑ
ら
し
に
ゑ
み
さ
か
え
つ
ヽ
浦
安
の
国
ぶ
り
し
る
き
物
に
も
あ
る

か
も
あ
り
と
あ
る
も
の
こ
と
′
ヽ
に
春
と
へ
ば

い
と
ゞ
匂
ひ
の
ま
す
こ
ヽ
ち
す
る
　
　
（下

。
長
歌

一
丁
表
）

ま
た
、
同
書
、
文
章
の
部
所
載
の
為
子
の
文
章
で
は
、
十
六
歳
の
女
流
歌

人
為
子
の
初
々
し
い
感
受
性
が
、
生
ま
れ
育

っ
た
免
原
郡
の
冬
の
夜
を
息

を
つ
め
た
よ
う
に
写
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
に
多
感
で
デ
リ
ケ

ー
ト
な
少
女
の
息
づ
く
内
面
を
写
し
、
眠
れ
ぬ
冬
の
夜
の
少
女
の
姿
を
浮

か
び
あ
が
ら
せ
る
よ
う
で
も
あ
る
。

冬
山
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
子

人
め
も
草
も
か
れ
は
て
た
る
宿
は
峯
の
嵐
の
み
な
ん
時
に
も
の
お
も

は
す
る
に
ま
し
て
よ
る
な
ど
は
い
と
し
め
や
か
に
て
そ
ゞ
ろ
さ
む
き

に
軒
の
妻
戸
に
た
ゝ
ず
み
よ
り
て
き
つ
ね
の
し
は
力
ヽ
か
ち
な
き
た

る
た
と

へ
ん
才
な
く
哀
れ
な
る
に
ふ
く
ろ
う
の
い
と
ふ
つ
ゝ
か
な
る

声
し
て
う
め
き
あ
ひ
た
る
も
中
々
も
の
心
細
く
な
ん

い
ち
し
ば
の
い
つ
は
あ
れ
ど
も
淋
し
さ
を

と
り
あ
つ
め
た
る
冬
の
山
里
　

（下

。
文
章
六
表
～
六
裏
）

当
時
、
大
坂
に
あ
っ
た
黒
沢
翁
満
の
門
人
中
に
も
、
女
流
歌
人
と
し
て
、

古
谷
土
子

・
竹
中
糸
子

・
葛
馬
妙
子
と
中
西
為
子
を
あ
わ
せ
て

「葎
居
の

四
才
女
」
と
呼
ば
れ
た
の
も
、
こ
の
頃
か
ら
で
あ

っ
た
。

為
子
は
、
幼
名
を
高
子

（た
か
子
と
も
）
と
し
、
現
在
中
西

一
郎
氏
御

架
蔵
の
な
か
に
も

「
た
か
子
」
署
名
の
短
冊
が
あ
る
。
後
に
、
誉
子
と
改

め
、
先
に
あ
げ
た

「採
風
集
二
編
作
者
姓
名
録
」
か
ら
考
え
る
と
、
も
う

十
七
歳
頃
に
は
為
子
と
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、

「
た
め
」

を
通
称
と
し
て
い
た
ら
し
い
。
雅
号
は
美
津
倶
利
乃
屋
と
し
て
い
た
。

為
子
の
父
で
あ
る
重
之
は
、
芳
之
の
長
子
で
、
文
化
九
年
五
月
二
十
五

日
生
ま
れ
、
安
政
六
年
九
月
五
日
没
、
享
年
四
十
八
歳
、
与
左
衛
門
を
称

し
た
が
、
父
の
芳
之
の
影
響
も
あ
っ
て
、
熱
心
な
勤
皇
の
士
で
常
時
、
中

西
家
に
は
食
客
と
し
て
六
、
七
人
の
志
士
が
あ
っ
た
と
い
う
。
為
子
の
祖

父
に
あ
た
る
芳
之
は
熊
内
八
幡
神
社
の
神
官
で
も
あ
り
、
地
元
の
教
化

・

教
育
活
動
の
場
と
し
て
童
蒙
教
訓
舎
を
開
き
啓
蒙
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
を
継
い
だ
重
之
も
書
通
天
狗
と
い
わ
れ
る
程
に
能
筆
家
で
、
中
西
家

の
屋
敷
内
に
香
字
庵

（
二
間
に
五
間
ば
か
り
の
平
屋
建
て
で
、
六
畳
三
室

程
の
建
物
）
を
設
け
て
、
数
多
く
の
文
人
墨
客
を
招
い
た
。
そ
の
な
か
に

は
勤
皇
の
志
士
が
多
く
、
彼
ら
に
重
之
は
経
済
的
支
援
を
借
Ｅ
ま
な
か
っ

た
た
め
に
、
中
西
家
は
逼
迫
し
た
と
い
う
。
ま
た
中
西
家
は
、
名
門
の
た

め
、
容
易
に
幕
吏
を
邸
内
に
入
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
志
士
の
格

好
の
隠
れ
家
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
つ
い
に
は
、
幕
吏
の
探
知

す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
重
之
は
自
害
し
て
表
面
上
は
急
死
と
さ
れ
た
。
ま

た
為
子
の
叔
母
の
桑
樹
尼
も
勝
気
な
女
性
で
、
幕
府
密
偵
が
潜
入
し
た
の

を
知
り
、
懐
剣
で
刺
し
殺
し
た
と
も
毒
殺
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

父
の
重
之
が
没
し
た
時
に
、
為
子
は
十
九
歳
に
あ
た
る
。
為
子
は
、
東
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の
中
西
家
に
あ
た
る
が
、
夫
は
西
の
中
西
家
か
ら
迎
え
て
い
る
。
為
子
の

夫
は
、
西
の
中
西
家
の
中
西
福
之
の
長
子
で
、
謙
二
郎
、
後
に
与
左
衛
門

を
称
す
る
。
重
之
に
愛
育
さ
れ
経
書
、
和
歌
に
も
通
し
た
が
、
道
之
の
父

福
之
も
和
歌
を
好
み
、
現
在
、
中
西
良
允
氏
蔵
品
に
中
西
福
之
の
和
歌
短

冊
が
あ
る
。
道
之
は
天
保
九
年
八
月
十
四
日
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
為
子

よ
り
二
歳
年
上
と
な
る
、
明
治
二
十
七
年
八
月
二
十
四
日
没
、
享
年
五
十

七
歳
で
あ
る
。

為
子
は
、
夫
の
道
之
と
の
間
に
一
子
も
無
く
、
明
治
三
年
九
月
十
四
日

没
し
た
。
享
年
二
十
歳
に
あ
た
る
。
為
子
の
墓
碑
に
は

「明
治
三
年
九
十

四
日
」
と
刻
む
が
、
こ
れ
は
太
陽
暦
の
明
治
三
年
九
月
十
四
日
の
字
数
を

省
く
た
め
に

「九
十
四
日
」
と
刻
ん
だ
、
と
い
う
、
太
陰
暦
で
は
明
治
三

年
八
月
二
十
二
日
に
あ
た
る
。

慶
応
四
年
五
月
二
十
七
日
、
兵
庫
県
初
代
県
知
事
と
な
っ
た
伊
藤
博
文

は
、
颯
爽
と
馬
に
乗

っ
て
為
子
の
香
字
庵
へ
和
歌
を
学
び
に
行

っ
た
と
い

う
が
、
こ
れ
は
為
子
の
美
し
さ
に
ひ
か
れ
て
の
こ
と
と
も
噂
さ
れ
た
と
も

い
う
。
ま
た
、
灘
の
名
家
で
あ
る
嘉
納
家
の
人
々
も
み
な
為
子
に
つ
い
て

和
歌
を
学
ん
で
い
る
。

為
子
の
才
色
兼
備
が
、
い
か
ば
か
り
の
も
の
で
あ

っ
た
か
を
窺
わ
せ
る

も
の
に
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
筑
前
の
儒
者
で
あ
る
宗
像
産
屋
が
安
政

二
年
十

一
月
上
旬
に
中
西
家
香
字
庵
の
客
と
な
っ
た
折
に
、
す
ぐ
に
河
野

鉄
兜
に
書
面
を
送
り

（謙
二
郎
は
兄
で
な
く
、
為
子
の
夫
で
あ
り
、
蔵
屋

の
誤
解
で
あ

っ
た
）
、

兄
は
謙
次
郎
と
云
ひ
十
八
歳
読
書
に
精
を
出
し
候
、
尤
も
右
、
大
石

村
水
石
方
へ
毎
日
参
候
、
主
人
与
左
衛
門
は
書
道
天
狗
、
娘

（為
子
）

は
十
五
歳
容
顔
美
麗
、
国
学
に
身
を
委
ね
和
歌
も
丈
夫
に
で
き
、　
一

絃
琴
杯
弾
し
、
物
語
り
も
の
著
述
訳
山
有
之
、
先
づ
、
摂
中
の
尤
物

に
て
奇
な
る
者
に
後
座
候
、
末
々
は
如
月
廊
才
子

（月
廊
は
鉄
兜
の

号
）
に
非
ず
ん
ば
可
配
も
の
之
無
様
吼
へ
ま
わ
り
候
、
何
と

一
見
芳

御
来
遊
は
如
何
、
乍
云
酒
美
な
り
集
も
老
兄
の
不
嗜
所
、
別
に
見
物

致
す
処
も
無
之
唯
布
引
の
飛
泉
と
右
女
史
の
み
な
り

と
ま
で
し
て
い
る
。
鉄
兜
は
既
に
妻
帯
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
件
は
萱
屋

の
思
い
通
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
機
に
鉄
兜
と
中
西
家
と
は

交
流
が
は
じ
ま
り
、
現
存
す
る

「香
字
庵
」
の
扁
額
は
河
野
鉄
兜
の
雄
渾

な
運
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
宗
像
蔵
屋
の
病
没
後
の
萬
延
元
年
九
月
二

十
七
日
、
は
じ
め
て
中
西
家
を
訪
れ
た
鉄
兜
は
旅
日
記
の

星
〓鶴
日
程
』

の
な
か
に
、

謙
次
郎
、
字
子
徳
、
学
於
藤
沢
東
咳
、
秋
田
秋
雪
、
父
与
左
衛
門
重

之
、
以
去
年
八
月
亡
、
女
為
子
善
和
歌
、
雖
未
相
面
、
時
通
書
信
、

以
故
待
余
如
旧
識
、
延
入
後
亭
、
置
酒
設
飯
、
亭
荷
高
臨
噴
、
有
林

池
之
勝
、

と
し
て
い
る
。
為
子
の
夫
は
病
弱
が
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
藤
沢
東
咳

に
学
ん
で
い
る
こ
と
も
判
明
す
る
。
諸
説
に
河
野
鉄
兜
の
妾
で
あ
っ
た
と

す
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
為
子

は
貞
淑
な
女
性
と
し
て
の
振
舞
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
引
用

し
た
よ
う
に
、　
二
尋
手
句
も
客
の
前
で
は
物
を
言
わ
ぬ
才
女
で
あ
っ
た
。

ま
た
香
字
庵
を
訪
れ
た
松
本
奎
堂
は

一
絃
琴

（須
磨
琴
と
も
）
を
よ
く
弾



じ
愛
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
天
誅
組
の
中
心
メ
ン
パ
ー
で
あ

っ
た
奎
堂
も
為
子
の

一
絃
琴
の
音
を
楽
し
む
こ
と
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

三
、
黒
沢
翁
満
と
為
子

中
西
為
子
の
和
歌
国
学
の
師
は
、
黒
沢
翁
満
で
あ
る
。
ま
ず
、
黒
沢
翁

満
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
黒
沢
Ｇ
満
は
寛
政
七
年
、
伊
勢
桑
名
に
生
ま
れ

た
。
姓
は
平
、
名
は
重
礼
、
通
称
を
八
左
衛
門
、
葎
居
と
号
し
た
、
安
政

六
年
四
丹
二
十
九
日
没
、
享
年
六
十
五
歳
で
あ
る
。
安
政
六
年
は
為
子
十

九
歳
に
あ
た
り
、
老
師
と
若
き
乙
女
と
は
四
十
六
歳
の
隔
た
り
が
あ
る
こ

と
．に
な
る
。

翁
満
は
父
を
行
業
と
称
し
、
加
茂
季
鷹
と
交
流
の
あ
っ
た
学
者
肌
の
人

で
あ
っ
た
。
翁
満
は
桑
名
藩
主
松
平
忠
尭
に
仕
え
た
が
、
文
政
六
年
藩
主

の
武
蔵
忍
城

へ
転
封
と
な

っ
て
、
共
に
忍
藩
に
移

っ
て
か
ら
重
用
さ
れ
て

い
る
。
武
士
と
し
て
は
能
吏
で
も
あ
り
、
用
人
格
と
な
っ
て
、
大
坂
蔵
屋

番
を
任
ぜ
ら
れ
、
毎
年
半
期
毎
に
交
替
し
て
い
た
が
、
大
坂
留
守
居
役
を

命
ぜ
ら
れ
、
没
す
る
ま
で
堂
島
の
忍
藩
邸
に
住
ん
だ
。
大
坂
に
は
十
余
年

あ
っ
て
萩
原
広
道

。
加
納
諸
平

・
西
田
直
養

・
佐
々
禾
春
夫

・
足
代
広
訓

な
ど
と
交
流
が
あ
っ
た
。
ま
た
葎
居
の
門
人
に
江
戸

・
忍
藩

・
桑
名

・
伊

勢
の
人
々
が
数
多
い
の
は
、
こ
う
し
た
翁
満
の
経
歴
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

摂
津

・
播
磨
に
も
葎
居
の
門
人
が
多
く
あ
っ
た
の
は
、
忍
藩
が
播
州
に

加
古
郡
二
見

・
多
可
郡
西
脇

・
加
西
郡
富
田

。
九
会
村
な
ど
約
七
千
石
も

の
領
地
が
飛
地
と
し
て
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。
大
坂
留
守
居
役
は
、
そ
の

飛
地
の
巡
見
も
役
目
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

『播
磨
の
家
づ
と
』
は
、
そ
の
巡
見
の
折
の
和
文
旅
日
記
で
、

『国
書

総
目
録
』
に
所
在
不
載
の
写
本
で
あ
る
が
、
川
島
禾
舟

「近
世
播
磨
歌
壇

の
一
瞥
」

（
「歴
史
と
整
戸
」
菫
戸
器
〒
露
樋
集
、
第
十
七
巻
第
二
号
昭

和
五
十
二
年
二
月

一
日
刊
）
に
紹
介
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
巡
見
に

旅
行
く
黒
沢
翁
満
の
後
を
追
い
、
高
砂
の
十
輪
寺
の
住
職
で
兵
庫
の
植
田

春
海

（武
庫
春
海
と
称
し
万
葉
学
者
と
し
て
注
目
さ
れ
る
）
の
門
人
で
あ

っ
た
十
輸
寺
臥
雲
法
師
と
荒
弄
社
別
当
台
淵
と
古
谷
土
子

（先
述
の
葎
居

の
四
才
女
の
一
人
）
が
、
高
砂
、
二
見
と
連
夜
訪
問
し
、
和
歌
の
贈
答
を

な
し
て
、
そ
れ
よ
り
翁
満
は
舞
子
、
須
磨
、
兵
庫
を
過
ぎ
、
布
引
の
瀧
に

至
り
、
前
年
に
代
官
の
竹
垣
が
歌
碑
を
建
て
る
か
ら
と
頼
ん
で
来
た
の
で

応
し
て
詠
ん
だ
和
歌
の

露
を
た
て
し
づ
く
を
ぬ
き
に
く
り
た
め
し

五
百
は
た
百
の
布
引
の
瀧

の
碑
が
ま
だ
建
て
ら
れ
て
い
な
い
の
で
失
望
し
て
帰
っ
た
、
と
い
う
。
惜

し
む
ら
く
は
、
翁
満
の
旅
の
年
月
日
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
こ
と

（落

合
重
信
氏
は

『神
戸
和
歌
吏
」
に
天
保
と
す
る
）
と
、
や
は
り
全
容
が
不

明
な
こ
と
で
あ
る
が
、
布
引
の
瀧
は
中
西
家
の
す
ぐ
近
く
で
あ
る
か
ら
、

あ
る
い
は
、
こ
の
頃
に
は
既
に
、
も
う
中
西
家
を
訪
れ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
大
坂
の
社
中
門
人
ら
に
よ
っ
て
上
木
さ
れ
た
黒
沢
翁
満
歌
集

『葎
居
後

集
』

（安
政
四
年
序
刊
）
に
は
、
次
の
詞
書
を
も
つ
翁
満
の
和
歌
が
み
え

て
い
る

（巻
二
、
二
十
六
丁
裏
）
。
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中
西
為
子
が
せ
う
そ
こ
に

柿
の
み
を
添
て
お
こ
せ
け
る
か
へ
し

う
れ
し
く
も
を
り
を
す
ぐ
さ
で
山
か
き
の

あ
か
き
心
は
あ
ら
は
れ
に
け
り

現
在
、
中
西

一
郎
氏
蔵
の
葎
居
翁
満
の
為
子
宛
書
簡
に
も
、
九
月
と
も
な

る
と

「れ
い
の
山
か
き
」
を

「
さ
わ
に
給

へ
る
こ
そ
う
れ
し
け
れ
」
と
、

熊
内
村
の
中
西
家
に
美
味
の
柿
の
木
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
度
々
、

大
坂
の
翁
満
の
も
と
へ
柿
を
手
紙
に
添
え
て
送

っ
て
い
る

（黒
沢
翁
満
の

為
子
宛
書
簡

一
括
は
、
他
日
拙
稿
に
お
い
て
翻
刻
発
表
す
る
も
の
と
し
た

い
）
。
度
々
送
ら
れ
る
柿
に
丹
念
な
礼
を
述
べ
て
い
る
が
翁
満
と
中
西
家

の
柿
の
こ
と
は
、
頼
山
陽
と
摂
津
伊
丹
の
岡
田
家
の
柿
の
こ
と
を
も
連
想

さ
せ
て
興
味
深
い
。
摂
津
伊
丹
は
銘
酒
の
郷
、
ま
た
中
西
家
も
為
子
が
自

鶴
の
名
で
今
も
知
ら
れ
る
灘
の
酒
造
業
嘉
納
家
の
人
々
に
和
歌
の
手
解
き

を
、
し
て
い
た
の
で
、
酒
が
文
人
墨
客
を
呼
び
、
柿
も
美
果
が
好
ま
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

黒
沢
翁
満
は
、
女
流
歌
人
の
指
導
に
懇
切
で
あ
っ
た
の
か
、
本
村
三
太

郎

『浪
華
の
歌
人
』

（昭
和
十
八
年
四
月
二
十
日
刊
）
に
よ
る
と
、

「鴨

川
五
郎
集
』
に
は

「浜
尾
武
蔵
忍
藩
黒
沢
翁
満
娘
」
と
し
て
、
黒
沢
翁
満

に
は
娘
が
あ

っ
て
、
和
歌
を
よ
く
し
、
同
歌
集
に
は
、

一橋
丁
嘉
藝
保

橋
の
上
を
涼
み
が
て
ら
に
よ
る
ゆ
け
ば

水
こ
そ
見
え
ね
風
ぞ
な
が
る
ゝ

な
ど
四
首
が
所
載
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
翁
満
は
、
月
並
の
歌
詠
み
で
は
な
く
、
二
十
歳
以
前
に
は
戯
作

者
を
志
し
た
こ
と
が
あ
り
、
山
東
京
伝
に
戯
作
の
添
削
を
依
頼
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
京
伝
か
ら
懇
ろ
な
意
見
が
あ
っ
て
、
翁
満
も
中
断
し
て
い
る
が
、

『葎
居
集
』
に
は
、
京
伝
著

『骨
董
集
』
上
本
に
際
し
て
送
っ
た
和
歌
の

い
つ
ま
で
も
元
手
の
つ
き
ぬ
小
間
物
の

店
び
ら
き
せ
よ
板
の
か
ず
か
ず

や
、
曲
亭
馬
琴
と
も
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
和
歌
が
み
え
て
い

２
つ
。著
述
の
数
多
い
翁
満
で
あ
る
が
、　
皇
曇
面
長
篇
』

（安
政
四
年
跛
刊
）

舌
切
雀

・
桃
太
郎

・
勝
々
山

・
猿
蟹
合
戦

・
花
咲
爺

・
乙
姫

・
小
便
川
の

七
編
の
童
話
を
萬
葉
調
の
長
歌
並
短
歌
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
こ
れ
な
ど

『国
書
総
目
録
』
に

「類

。
狂
文
」
と
な
り
、
藤
井
乙
男
著

『校
註
雅
文

笑
話
集
』

（昭
和
三
年
七
月
二
十
日
刊
）
に
収
め
て
い
る
が
、
む
し
ろ
戯

作
的
な
趣
さ
え
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
、
な
か
な
か
に
翁
満
の
力
量
が
発
揮

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
因
に
、
萬
葉
集
に
も
、
翁
満
は
研
究
の
力
を
注
い

だ
も
の
ら
し
く
、　
日
四
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、

『萬
葉
集
大
全
』
の
著

作
が
見
出
さ
れ
る
が
、
所
在
不
明

（未
見
）
で
あ
る
。
中
西
為
子
に
も
物

語
の
著
作
が
あ
っ
た
、
と
い
う
が
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
、
宗
像
蔵
屋

は
披
見
す
る
機
も
得
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
添
削
は
、
翁
満
に
よ
る

も
の
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

翁
満
の
著
述
と
し
て
、
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

『貌
姑
射
秘
言
』

で
あ
っ
て
、
全
亭
好
成

（鴨
貴
散
入
、
舷
舵
楼
主
人
）
輯
録

『増
補
い
ろ

は
別
好
色
本
目
録
』

（別
名

「増
補
好
色
本
目
録
」
）
に
も
、
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貌
姑
射
秘
言口

大
本
前
後
　
一
一冊
　
好
色
三
奇
書
の
内

黒
沢
翁
満
の
作
後
篇
は
安
政
六
年
秋
刻
成
よ
し
末
尾
に
記
せ
り

と
、
漏
ら
さ
ず
に
書
名
と
解
題
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（全
亭
好
成
は
舷

舵
楼
主
人
と
も
名
乗
り
、　
コ
握
「
い
ろ
は
別
好
色
本
目
録
』
の
写
本
の
諸

本
に
共
通
し
て

「小
林
蔵
書
」
の
蔵
印
が
巻
頭
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、
同

書
の
著
作
者
は
、
小
林
源
太
郎
そ
の
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
）

『貌
姑

射
秘
一一一口』
は
、
好
色
本
で
は
好
色
三
奇
書
の
一
つ
と
名
高
い
が
、
こ
れ
は

力
量
が
あ
っ
て
著
名
な
国
学
者
歌
人
で
あ
り
、
し
か
も
大
坂
留
守
居
役
と

い
う
地
位
に
あ
る
侍
が
書
い
た
と
い
う
こ
と
と
、
文
体
内
容
共
に
低
迷
劣

俗
な
作
品
の
多
い
好
色
本
の
な
か
で
は
群
を
抜
い
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と

に
よ
る
。

し
か
し
、
翁
満
は
、
当
時
の
堂
上
に
あ
っ
て
最
も
進
歩
的
歌
風
と
い
わ

れ
、
和
歌
の
実
力
に
あ
っ
て
も
地
下
の
歌
人
た
ち
に
決
し
て
劣
る
こ
と
の

な
か
っ
た
千
種
有
功
卿
と
は
深
く
交
わ
り
、
有
功
卿
の
深
い
敬
愛
を
得
て

い
た
篤
学
の
歌
人
で
も
あ

っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
千
種
有
功
卿
書
簡
に
、

翁
満
は
源
氏
百
首
な
ど
を
著
し
い
と
や
さ
し
き
武
夫
と
存
居
候
処
初

対
面
よ
り
議
論
を
し
か
け
ら
れ
驚
き
入
候

と
あ
っ
て
、

『源
氏
百
人

一
首
』

（天
保
十
年
刊
）
を
有
功
卿
が

一
覧
す

る
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
温
和
な
人
柄
か
と
思
い
込
ん
で
い
る

と
、
初
対
面
か
ら
激
し
く
個
性
を
闘
わ
せ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

『源
氏

百
人

一
首
」
に
つ
い
て
は
、

「葎
居
黒
沢
翁
満
大
入
著
述
書
籍
目
録
」

（
『難
波
職
人
歌
合
』

（嘉
永
七
年
刊
）
巻
末
付
載
二
丁
）
に
次
の
よ
う

な
解
題
が
つ
い
て
い
る
。

源
氏
百
人

一
首

源
氏
物
語
中
の
人
物
あ
る
限
を
出
し
て
一
人
に
歌

一
首
つ
ヽ
を
あ
げ

お
の
づ
か
ら

一
部
の
趣
の
し
ら
る
ヽ
や
う
に
標
註
を
加
へ
ら
れ
た
り

さ
れ
ば
源
氏
を
よ
む
に
は
先
こ
れ
を
見
て
階
梯
と
す
べ
き
書
な
り

幕
末
期
の
大
坂
歌
壇
は
複
雑
な
学
派
学
統
が
交
わ
り
、
そ
の
中
心
は
鈴

屋
の
諸
派
か
平
田
学
の
流
れ
を
受
け
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
馴

染
ま
ぬ
学
派
も
あ
り
、
大
坂
と
い
う
地
の
持
つ
抱
擁
力
の
土
壌
が
、
そ
れ

ら
を
反
発
、
拮
坑
さ
せ
な
が
ら
も
、
他
に
富
壬
谷
成
章
の
北
辺
門
や
香
用

景
樹
の
桂
園
派
や
、
在
来
の
末
流
の
存
在
を
も
許
容
し
て
明
治
ま
で
続
が

せ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
も
、
大
坂
の
蔵
屋
敷
の
武
士
た
ち
の
存
在
は
実
に
大
き
な

も
の
が
あ

っ
た
。
西
田
直
養
も
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
小
倉
藩
の
大

坂
藩
邸
留
守
居
役
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
は
大
坂
幕
末
期
歌
壇
の
有
力
な
歌

人
で
あ
っ
た
が
、
非
常
に
個
性
的
な
表
現
が
和
歌
に
表
わ
れ
は
じ
め
る
こ

の
頃
に
あ

っ
て
、
個
性
的
歌
人
と
い
え
る
も
の
を
持
ち
は
じ
め
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

翁
満
で
、
当
時
高
い
評
価
を
得
た
の
は

『難
波
職
人
歌
Ａ
塁

で
あ
っ
た

ら
し
く
、

『浪
花
額
芳
譜
』
で
は
所
載
の
歌
人
詩
人
は
名
所
旧
跡

。
名
本

・
神
事
行
事

・
風
俗
を
詠
み
こ
ん
で
、
画
人
と
見
開
き
に
し
た
も
の
が
多

い
な
か
で
、
渡
辺
良
窮
の
筆
に
よ
る
、
漁
師
が
潜
水
し
魚
を
仕
掛
網
で
捕

え
る
絵
に
対
し
て
、

黒
澤
翁
満
号
津
舎
称
八
右
衛
門
所
著
有
言
霊
抄
雅
言
用
文
章
難
波

職
人
歌
合
諸
書
今
在
堂
洲
忍
侯
邸
内



世
わ
た
り
の
み
ち
は
さ
ま
′
ヽ
お
ほ
か
た
や
　
翁
満

魚
の
す
み
か
も
我
も
の
に
し
て

と
、
職
人
歌
合
の
趣
向
に
し
て
い
る
。
　
コ
鼻
晨
ど
　
（文
政
八
年
刊
）
、

『雅
言
用
文
章
』

（嘉
永
五
年
序
刊
）
は
既
に
上
梓
さ
れ
て
、

『難
波
職

人
歌
合
』

（嘉
水
七
年
刊
）
は
大
本
二
巻
二
冊
の
実
に
見
事
な
出
版
で
あ

っ
た
が
、
な
か
に
載
せ
る
職
業
が
大
坂
と
い
う
地
の
活
発
さ
と
雑
多
さ
を

よ
く
捉
え
、
し
か
も
広
い
分
野
に
及
び
な
が
ら
も
、
趣
の
あ
る
仕
立
て
と

な
っ
て
い
る
。

『雅
言
用
文
章
』
は
、
大
坂
坐
摩
社
で
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ

る
坐
摩
社
版
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
他
に
も

翁
満
の
著
述

コ
一幕
工
の
じ
る
べ
』

（天
保
四
年
刊
）
も
坐
摩
社
か
ら
上
木

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
勤
皇
の
志
士
で
あ
り
、
幕
末
の
動

皇
歌
人
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
佐
久
良
東
雄
が
翁
満
に
非
常
に
私

淑
し
て
い
た
か
ら
で
、

『類
題
採
風
集
』

（初
編
）
に
も
、
東
雄
の
和
歌

が
み
え
て
い
る
。
そ
の
頃
、
渡
辺
資
政
の
尽
力
で
坐
摩
社
の
祝
部
と
し
て

東
雄
は
大
坂
に
あ
っ
て
、
坐
摩
社
版
の
出
版
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

コ
一口霊
の
じ
る
べ
』
の
序
文
は
佐
久
良
東
雄
が
認
め
て
い
る
。

佐
久
良
東
雄
は
西
田
直
養

・
佐
々
木
春
夫

・
萩
原
広
道
ら
と
共
に
紅
葉

狩
に
出
か
け
た
り
、
黒
澤
翁
満

・
萩
原
広
道

・
佐
久
良
東
雄

・
佐
々
木
春

夫

・
古
谷
土
子

・
西
田
直
養
ら
で
歌
合
を
度
々
催
し
て
い
る

（市
村
其
三

郎
著

『勤
皇
家
佐
久
良
東
雄
』
昭
和
十
七
年
十
月
二
十
日
刊
）
、
佐
々
木

春
夫
は
伴
林
光
平
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
知
ら
れ
、
西
田
直
養
は
長
州
藩
が

攘
夷
を
決
行
す
る
の
に
対
し
て
小
倉
藩
が
佐
幕
論
に
傾
く
こ
と
を
嘆
き
、

つ
い
に
死
を
覚
悟
し
て
絶
食
、
元
治
二
年

（慶
応
元
年
）
に
没
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
メ
ン
パ
ー
を
歌
友
と
し
て
の
歌
会
に
参
会
し
て
い
る
翁
満
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
勤
皇
を
自
負
す
る
中
西
家
の
人
々
も
、
為
子
の
和
歌
国
学

の
師
と
し
て
黒
澤
翁
満
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
残
る
為
子
の
和
歌

短
冊
の
な
か
に
次
の
二
首
が
あ
る
。

い
に
し
と
し
の
冬
こ
と
く
に
び
と
の
舟

あ
ま
た
ま
ゐ
こ
し
て

数
な
ら
ぬ
を
み
な
に
し
あ
れ
ど
え
み
し
ら
に

う
し
ろ
の
や
ま
の
お
く
み
せ
め
や
も
　
（裏
名

・
為
子
）

え
み
し
ど
も
の
花
見
に
ま
か
り
た
る
を
見
て

ひ
が
め
に
は
い
か
に
か
見
ら
む
わ
が
国
の

光
り
と
な
れ
る
や
ま
さ
く
ら
花
　
　
　
為
子

前
に
あ
げ
た

一
首
は
、
裏
名
が
ら
も
、
ま
た
歌
の
詞
書
か
ら
も
攘
夷
決
行

が
し
き
り
と
志
士
の
間
に
い
わ
れ
た
頃
で
あ
ろ
う
。
後
に
あ
げ
た

一
首
は

理
戸
開
港
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

黒
澤
翁
満
が
没
し
た
の
は
安
政
六
年
で
あ
る
か
ら
、
女
流
歌
人
為
子
十

九
歳
の
時
で
あ
る
こ
と
前
述
し
た
が
、
単
な
る
教
養
修
得
の
和
歌
の
師
匠

で
は
な
く
、
国
学
を
通
し
て
の
思
想
的
啓
蒙
と
追
求
の
師
で
も
あ
っ
た
翁

満
の
死
は
、
為
子
に
は
あ
ま
り
に
早
す
ぎ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
時

間
的
長
短
は
、
影
響
的
深
浅
と
も
、
学
力
的
高
下
と
も
無
関
係
な
こ
と
で

あ
つ
た
ろ
う
。
黒
澤
翁
満
、
法
名
は
誠
忠
院
円
応
翁
満
居
士
、
大
坂
夕
陽

丘
の
珊
瑚
寺
に
葬
ら
れ
る
。
墓
碑
名
は
、
門
人
の
中
川
元
端
に
よ
る
、
次



に
あ
げ
る
。

黒
澤
翁
満
墓
　
誠
忠
院
円
応
翁
満
居
壬
、
葎
居
大
入
黒
澤
氏
、
武
州

忍
藩
之
内
臣
也
、
為
人
温
厚
好
学
、
汎
愛
人
、
人
亦
信
乏
、
君
命
祗

役
子
浪
華
、
凡
十
有
余
年
臭
、
身
不
下
堂
而
其
事
立
弁
、
善
用
人
故

也
、
尤
嗜
国
雅
、
抑
本
邦
中
古
以
降
人
廃
其
学
、
学
失
其
伝
、
其
言

多
倣
漢
土
之
文
、
得
意
而
失
辞
、
近
世
契
真
二
傑
出
、
開
古
学
其
業
、

我
大
入
亦
夙
潜
心
此
、
乃
祭
縣
居
翁
之
霊
、
号
日
道
祖
神
ヽ
精
誠
之

至
、
遂
大
得
発
其
蘊
奥
、
而
後
古
言
燦
然
可
得
言
巳
、
其
為
功
也
、

於
二
傑
有
光
実
、
孔
子
云
、
後
生
可
長
、
猶
信
、
是
歳
安
政
己
未
夏

四
月
罹
疾
ヽ
二
十
九
日
歿
子
浪
華
之
邸
、
年
六
十
有
五
、
葬
城
南
珊

瑚
責

銘
日

有
才
有
学
、
世
人
所
観
、
神
之
助
之
、
在
乎
好
古

萬
延
紀
元
庚
申
冬
十
二
月

門
人
　
中
川
元
端
謹
撰
並
書

こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
で
あ
る
が
、
諸
書
は
翁
満
だ
本
居
宣
長
門
ま
た

は
鈴
屋
門
系
と
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
誤
り
で
、
加
茂
真
淵
に
私
淑
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
中
川
元
端
は
、
大
坂
で
は
名
高
い
医
家
で
、
古
西
義

麿
氏

『大
坂
医
師
番
骨
集
成

索
引

・
解
説
』

（昭
和
六
十
年
四
月
二
十

一
日
刊
）
に
よ
る
と
、
安
政
五
年
仲
夏
か
ら
慶
応
四
年
夏
ま
で
の
医
師
番

付
の
十
種
類
の
も
の
に
、
東
四
段
目
か
ら
北
三
段
日
、
東
三
段
目
あ
た
り

の
格
で
所
載
さ
れ
て
い
る
。
因
に
、
黒
澤
翁
満
の
和
歌
門
人
に
は
医
師
が

少
な
く
な
い
。

四
、
　

中
西
為
子
歌
集

中
西
為
子
に
、
そ
の
歌
集
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
現

在
の
中
西

一
郎
氏
蔵
品
の
な
か
に
、
為
子
歌
集
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。明
治
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
歌
集
が
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
、
朝

日
新
聞
神
戸
支
局
編

『夜
明
け
の
人
び
と
―
兵
庫
百
年
―
』

（昭
和
四
十

二
年
二
月
十
九
日
刊
）
に
は
、

「十
八
年
、
為
子
歌
集
が
出
て
い
る
」
と

さ
れ
て
い
る
が
、
原
本
は
未
確
認
の
よ
う
で
あ
る
。
中
西

一
郎
氏
記

『中

西
家
覚
書
』

（昭
和
五
十
四
年
八
月
改
訂
、
私
家
版
、
十
七
頁
、
系
図
二

葉
折
込
付
）
に
は
、

「明
治
十
何
年
か
か
に
、
中
西
為
子
歌
集
が
出
版
さ

れ
て
お
り
、
兵
庫
の
竹
中
い
と
刀
自
が
持

っ
て
い
る

（加
藤
盛
男
氏
談
）
」

と
さ
れ
て
、
現
在
の
中
西

一
郎
氏
蔵
に
見
当
ら
ぬ
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ

る
。
小
泉
蓉
三
編
著

『明
治
大
正
短
歌
大
年
表
』

（昭
和
十
七
年
四
月
二

十
日
刊
）
に
は
、
明
治
十
八
年
の
月
不
詳
の
な
か
に

中
西
為
子
歌
集
　
一
一　
　
南
郷
柳
子

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
発
行
月
日
が

『中
西
為
子
歌
集
』

に
は
不
記
で
、
二
冊
本
で
あ
っ
た
こ
と
、
為
子
は
明
治
三
年
没
で
あ
る
か

ら
、
没
後
に
南
郷
柳
子
が
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
南
郷

柳
子
は
、
為
子
の
歌
友
と
も
、
真
の
友
と
も
い
う
べ
き
女
流
歌
人
で
、
南

郷
二
郎
の
母
で
あ
る
。
雑
誌

『女
子
之
友
』

（明
治
三
十
年
六
月
二
十
八

日
～
二
十
六
年
八
月
二
十
一
一日
）
に
、
南
郷
柳
子
談

・
福
富
熊
雄
筆

「中

西
為
子
伝
」
が
所
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
が
、
掲
載
号
不
明
で

検
索
し
た
が
、
筆
者
は
見
出
し
て
い
な
い
。
南
郷
柳
子
は
、
旧
姓
を
加
納

と
い
う

（中
西

一
郎
記

『参
考
』
昭
和
四
十
五
年
四
月
改
訂
、
十
二
頁
、

-45-―



私
家
版
）
。

『中
西
為
子
歌
集
』
は
、
お
そ
ら
く
、
当
時
の
歌
集
の
ほ
と

ん
ど
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
配
り
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
竹
中
糸

子
が
蔵
し
て
い
た
と
い
う
が
、
こ
の
人
も
中
西
為
子
ら
の
歌
友
の

一
人
で
、

落
合
重
信
著

『神
戸
和
歌
史
』

（昭
和
十
七
年
五
月
五
日
刊
）
の

「八
、

野
之
日
正
武
を
中
心
と
す
る
歌
会
」
の
章
で
、
慶
応
四
年

（明
治
元
年
〉

の
正
武
歌
会
の
メ
ン
パ
ー
に
、
竹
中
糸
子

・
丹
墓
死
礼

（種
痘
を
整
戸
に

も
た
ら
し
た
蘭
方
医
、
勝
海
舟
、
西
郷
隆
盛
と
も
交
流
が
あ
っ
た
）

。
適

堂

（熊
内
村
中
西
家
に
あ

っ
た
寺
小
屋
の
師
匠
）

。
富
豪
北
風
家
の
人
々

に
ま
し
り
、
為
子
の
名
前
が
み
え
て
い
る
と
い
う
。

よ
っ
て
、
現
在
、

『中
西
為
子
歌
集
』
の
存
在
を
知
る
こ
と
を
得
な
い

た
め
に
、
中
西

一
郎
氏
蔵
の
資
料
を
中
心
と
し
て
、
諸
書
よ
り
為
子
の
和

歌

。
長
歌

・
雅
文
を
集
め
、

「中
西
為
子
歌
集
」
の
編
を
試
み
る
も
の
と

す
る
。
為
子
に
は
恋
の
歌
は
な
い
。

凡
例

一
、
現
在
知
る
こ
と
の
で
き
う
る
限
り
管
見
に
入

っ
た
も
の
を
集
め
た
。

が
、
さ
ら
に
追
補
す
べ
き
資
料
の
出
現
を
待
つ
も
の
と
す
る
。

一
、
配
列
は
、
近
世
後
期
成
立
の
和
歌
集
の

一
般
的
部
立
と
配
列
に
準

し
た
。

一
、
清
濁
に
つ
い
て
は
、
濁
音
の
も
の
に
は
濁
音
表
記
を
施
し
た
。

一
、
採
取
し
た
文
献

・
資
料
に
つ
い
て
は
、
次
の
略
記
号
を
設
け
る
。

中
西

一
郎
氏
蔵
品
和
歌
短
冊
↓

（中
）

荒
尾
親
成
氏
蔵
品
和
歌
短
冊
↓

（荒
）

管
宗
次
蔵
品
和
歌
短
冊
　
　
↓

（管
）

類
題
採
風
集
　
　
（嘉
永
六
年
刊
）
↓

［採
］

類
題
採
風
集
二
編

（安
政
四
年
刊
）
↓

［採
一
』

落
合
重
信

「神
戸
和
歌
史
」
　

　

↓

［神
］

他
の
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
注
記
す
る
も
の
と
す
る
。

一
、
配
列
し
た
各
々
に
は
、
便
宜
上
に
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
頭
に
番
号

を
打

っ
た
。

-46-―

web公開に際し、翻刻は省略しました



―-47-―

web公開に際し、翻刻は省略しました



―-48-―

web公開に際し、翻刻は省略しました



-49-

web公開に際し、翻刻は省略しました



中
西
為
子
研
究
文
献
目
録

富
水
覚
編

『松
林
飯
山
伝
補
遺
』

（昭
和
三
十

一
年
二
月
十

一
日
刊

。
青

昼

）

落
合
重
信
著

『神
戸
和
歌
史
」

（昭
和
十
七
年
五
月
五
日
刊

・
上
崎
書
店

）

森
銑
三
著

『森
銑
三
著
作
集
』
第
六
巻
人
物
篇
六

（昭
和
四
十
六
年
二
月

十
五
日
刊

。
中
央
公
論

社
）

神
戸
市
立
雲
中
小
学
校
創
立

一
〇
〇
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
集

『創

立

一
〇
〇
周
年
記
念
誌
』

（昭
和
四
十
八
年
十

一
月
十
八
日
刊

・
整
戸
市

立
雲
中
小
学
校
）

中
西

一
郎
記

『参
考
』

（昭
和
四
十
五
年
四
月
改
訂

。
私
家
版
）

中
西

一
郎
記

『中
西
家
覚
書
』

（昭
和
五
十
四
年
八
月
改
訂

¨
私
家
版
）

荒
尾
親
成
稿

「展
不
物

（荒
尾
親
成
氏
所
蔵
分
）
解
題
」

（年
記
不
記

・

一
箭

）

太
田
餃
三
著

『葺
合
文
化
の
源
泉
　
布
引
瀧
と
周
辺
史
蹟
』

（昭
和
二
十

七
年
四
月

一

日
刊

・
葺
合

史
蹟
頒
布
の

会
）

河
野
資
基
著

「
へ
ち
ま
文
庫

金
曜
」

（ｍ
６７
）

太
田
敬
三
著

星
〓中
教
育
と
香
字
庵
事
蹟
」

（神
戸
市
立
雲
中
小
学
校
）

森
銑
三
著

『松
本
奎
堂
』

（昭
和
五
十
二
年
五
月
十
日
刊

。
中
央
公
論
社

・
中
公
文
庫
）

川
島
禾
舟

「香
字
庵
中
西
為
子
」

（
『伝
記
』

一
〇
巻
十
二
号

。
昭
和
十

八
年
）

川
島
禾
舟

「近
世
播
磨
歌
壇
の
一
瞥
」

（
『歴
史
と
菫
戸
』
十
七
巻
二
十

二
号

。
昭
和
五
十
三
年
二
月

一
日

刊

・
神
戸
史
学
会
）

加
藤
盛
男

「
一
絃
琴
と
短
冊
」

（
『古
筆
と
短
冊
』
第
八
号

・
昭
和
三
十

七
年
六
月
二
十
日
刊

・
古
筆
と
短
冊
研
究

会
）

荒
尾
親
成

「幕
末
理
戸
の
関
秀
歌
人
中
西
為
子
」

（
『古
筆
と
短
冊
』
第

十
五
号

。
昭
和
三
十
九

年
十
二
月
二
十
日
刊

・

古
筆
と
短
冊
研
究
会
）

朝
日
新
聞
菫
戸
支
局
編

『夜
明
け
の
人
び
と
―
兵
庫
百
年
―
』

（昭
和
四

十
二
年
二

web公開に際し、
翻刻は省略しました



月

十

九

日

刊

‥
曽
外

書
こ

須
磨
琴
保
存
会
編
集

『須
磨
琴
』

（昭
和
六
十

一
年
七
月
二
十
日
刊

。
大

奮

ξ

）

付^
記
》
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
参
議
院
議
員
中
西

一
郎
先
生
に
は
、

東
中
西
家
に
伝
わ
る
中
西
為
子
の
貴
重
な
資
料
の
関
覧
に
御
理
解

・
御
高

配
賜
わ
り
篤
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
も
の
で
あ
る
。
中
西
良
允
氏

・
川
崎

一

郎
氏

・
田
熊
渭
津
子
先
生
に
は
御
学
恩
賜
わ
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
謝
意

を
表
す
る
。




